
<研究名称> 

 急性期病院における医療依存の高い意識障害患者家族の退院支援の 1例 

 

<研究申請者> 

看護部 武藤 環 

 

<研究期間> 

 2017年 1月 26日から 8月 2日 

 

<研究の目的・意義> 

 医療依存の高い意識障害患者家族への退院支援から、脳卒中リハビリテーション看護認

定看護師の看護実践を振り返り、その役割を考察することを目的とする。 

 

<実施内容（方法）、危険性（副作用）等> 

 看護実践内容を記述し、脳卒中リハビリテーション看護認定看護師の役割について考察

する。 

 

<実施責任者・実施に関わる者の氏名> 

看護師 武藤 環 

 

<実施場所、対象患者等> 

 場所：脳神経外科病棟 

 対象：外傷性くも膜下出血、尿崩症、水頭症 他 

 

<倫理上問題になると考えられる事項、その他特記事項> 

 なし 

 

<ICのための説明・同意に関すること> 

 対象者に研究趣旨、方法、参加の自由、不参加でも不利益を受けないこと、個人が特定

されないよう配慮することを口頭で説明し同意を得る。 

 

<問い合わせ先> 

当研究に自分の試料・情報利用を停止する場合等のお問い合わせ 

〒070-8530 

旭川市曙 1条 1丁目 1番 1号 

旭川赤十字病院 看護部 武藤 環 

TEL 0166-22-8111 

FAX 0166-24-4648 


